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２－１－１ 盲・聾・養護学校における教育課程の

類型別児童・生徒数

表２－１－１は、盲・聾・養護学校全体の教育課

程の類型別児童・生徒数（小・中・高等部）を示し

たものである。自立活動を主とする教育課程の者は、

全体の20.8％であり、通常の教育に準ずる教育課程

は15.5％、下学年適用による教育課程が5.0％、知的

障害養護学校の教育課程が53.3％であった。学校種

別では、肢体不自由養護学校で自立活動を主とした

教育課程の者が46.9％ともっとも多い。

また、下学年適用、知的障害養護学校の教育課程、

自立活動を主とする教育課程をあわせた特例による

教育課程の児童・生徒数は、全体の79.1％を占めた。

なお、各学校種別ごとの教育課程の類型と児童・

生徒数および自立活動の指導時数については後述す

る。

２ 教育課程類型と人数・自立活動時数の実態
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２－１－２ 盲・聾・養護学校における教育課程の

類型の実態

回答のあった盲学校61校、聾学校81校、知的障害

養護学校381校、肢体不自由養護学校150校、病弱養

護学校80校、合計753校における教育課程の類型を学

部別に集計した（表２－１－２）。有効回答数は、

盲・聾・養護学校753校中、小学部が657校、中学部

が663校、高等部が572校であった。

小学部における教育課程の類型をみると、「学年相

応に準ずる教育課程」が289校（42.8％）、「下学年適

用による教育課程」が157校（23.3％）、「知的障害養

護学校の教育課程」が531校（78.7％）、「自立活動を

主とする教育課程」が290校 (43％）、「訪問教育によ

る教育課程」が266校（37.9％）、及び「その他」が

101校 (15％）の学校に置かれていた。

中学部における教育課程の類型をみると、「学年相

応に準ずる教育課程」が279校 (42.1％）、「下学年適

用による教育課程」が152校（22.9％）、「知的障害養

護学校の教育課程」が498校 (75.1％）、「自立活動を

主とする教育課程」が263校（39.7％）、「訪問教育に

よる教育課程」が191校（28.8％）、及び「その他」が

76校（11.5％）の学校に置かれていた。

高等部における教育課程の類型をみると、「学年相

応に準ずる教育課程」214校（37.4％）、「下学年適用

による教育課程」が129校 (22.6％）、「知的障害養護

学校の教育課程」が468校（81.8％）、「自立活動を主

とする教育課程」が220校 (38.5％）、「訪問教育によ

る教育課程」が170校（29.7％）、及び「その他」が

80校 (14％）の学校に置かれていた。

盲・聾・養護学校全体をみると、「知的障害養護学

校の教育課程」を置いている学校が、小学部で78.7

％、中学部で75.1％、高等部では81.8％と高い割合を

示しており、校種を越えて知的障害のある児童生徒

への適切な指導が求められていることが明らかに

なった。

また、「自立活動を主とする教育課程」を置いてい

る学校が、小学部で43％、中学部で39.7％、高等部

で38.5％を占め、学習指導要領上では「重複障害者

の特例」と示されている「自立活動を主とする教育

課程」が最早「特例」とは言えなくなってきている

状況が盲・聾・養護学校における教育課程の類型か

らも明らかになった。
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